






●  子どもがいる人についての体験学習の長期効果

  未婚で子どものいない人についての調査結果では、体験学習を経験して 1-7 年を経過し

ていても、体験学習経験者は未経験者に比べると、赤ちゃんや育児に対して好意的立場に

あり、人工妊娠中絶に対しては否定的立場にあることなどが明らかにされてきた。しかし、

すでに子どもがいる人についても、体験学習の効果がみとめられるのだろうか。この点に

ついて検討するために。既婚で子どもがいる体験学習経験群 25 名(男性 1名、女性 24 名)

と未経験群 41 名(男性 1 名、女性 40 名)を対象として、 Ⅱにおいて改定したアンケート

用紙を用いて調査を行った。まず。I と同様の手続きで。赤ちゃんと育児に関する意識を

比較した結果、体験学習経験群の方が、「赤ちゃんをみると奇妙な感じがする(問 10-8)」

と「育児はつらい仕事(問 10 -18)」の、2項目の意識が高くなっていた。また、人工妊娠

中絶についての意識や、育児についてどれくらい不安があるかを尋ねる項目においても、

経験群と未経験群では有為な差はみられなかった。子どもかいる人では、2 項目ではある

が、体験学習をしていない者の方が、赤ちゃんや育児に対して好意的立場にあるという結

果であった。これは、体験学習経験者に 25 歳以下のものが多いのに対して、未経験者は

25 歳以上の者が多く(表 5)、経験者に年齢の若い者が多かったことによると考えら れる。

また、人工妊娠中絶についての意識に差がなかったことは、体験学習よりも実際に子ども

を持つことの影響のほうがはるかに大きいことを示唆するものであろう。この調査におい

ては、回答者数も少数であり、同年代の体験学習経験者と未経験者を比較することができ

なかった。子どもをもってからも。体験学習の効果がみとめられるかどうかを検討するた

めには、このような点を留意した再調査の必要があろう。


